
〇 入院中に行われる治療、検査及び、入院生活に

患者相談・入院支援室の設置 手術決定後の患者・家族が安心して入院、手術 ついての説明

が受けられるよう支援する （予定入院患者を対象）

〇　患者相談・入院支援室に看護師を複数配置（専任）

〇 16:30以降の手術件数を減少する為、外来にて

入院日の調整を行う

認定看護師を活用した、診療補助 術後疼痛管理チームの体制強化 〇 術後疼痛管理プロトコルを作成し、その内容に

・麻酔科学会主催の術後疼痛管理 基づき、術後疼痛管理が必要な患者の状態に応じた

院内研修の実施 疼痛管理及びその評価を行う

術前休薬が必要な医薬品に関する情報集約と医師、看護師との円滑な情報共有 〇 医薬品情報管理室（DI室）との情報共有

医師への情報提供 〇 医師のみではなく多職種にも情報共有

病棟患者の服薬指導 病棟薬剤業務実施加算の算定拡大 〇 医師との連携強化

新規採用薬情報、添付文書改定情報等の 薬事委員会の開催（不定期） 〇 医薬品情報管理室（DI室）との情報共有

医薬品の情報の集約と医師への情報提供 構成メンバー（医局医師、薬局長、事務長） 〇 医師のみではなく多職種にも情報共有

医局秘書１名　メディカルクラーク４名 メディカルクラークにはどこのポジションでも 〇 現在の仕事内容、業務範囲の見直し

外来、病棟の各担当が行う 業務が行えるよう、業務の幅を広げる 〇 業務のマニュアル化

診断書、診療情報提供書の作成 医師事務作業補助者のスキルアップ 〇 整形外科専門分野にかかわる研修を行う

生命保険の診断書作成まで7日間とし

作成までの期間を3日縮める

診療、治療に関するデータ収集・管理 〇 医師によるデータ収集、管理方法の研修会を行う

医師の学会等に関するスケジュール調整 医師の学術発表に使用する資料作成を 〇 資料作成のための研修会実施。メディカルクラーク

最低2件行う 自身の学会活動に積極的に参加する

常勤医師退職に伴い医師数減少。 常勤医　2～3名の増員を図る 〇 負担と思われる業務の聞き取り調査実施 非常勤

派遣医師（非常勤）のよる対応 後期専門医研修医の受け入れ体制の強化 対応

〇 研修制度の具現化、マニュアル作成

備考
令和7年4月 令和8年3月

令和7年4月現在の勤務医の勤務状況 これまでの取組み及び今後の目標

１．医師数　　常勤　８名　　非常勤　18名　（常勤換算　2.4人）　 　当院の手術件数は、直近５年間の平均で約2,500件を数え、このような現状の中で医師の負担軽減を進めるた
めにはコメディカルを含めた院内全体での協力体制が必須であることから、医師事務作業補助者（ﾒﾃﾞｨｶﾙｸﾗｰｸ）の
導入、医療連携室の充実等に取り組んできた。その後も入退院支援室の設置や病棟薬剤業務の実施、今年も医
師が担ってきた業務等の多職種への分担を進めており、これらの施策を積極的に推し進めることを目標としてい
る。
　また、電子カルテの新規導入により、医師等の負担軽減を図り、連携医療機関として、初期・後期臨床研修医を受
け入れ、後進の指導・研修に対しても積極的に推し進める。

2．当直回数　平均月４回（最大5回、最小1回）

項目 現状 目標達成のために必要な手順
達成項目チェック

看護業務

90% ％

90% ％

薬剤管理
90% ％

医療法人社団悠仁会羊ケ丘病院　勤務医負担軽減計画令和7年度

50% ％

80% 70%常勤勤務医
不足の解消

90% ％

90% ％

医師作業補助 80% ％

90% ％


